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環境理念

田中産業株式会社 運送事業部は、安全で常に安定した高品質輸送を

実現するとともに、環境関連法規を含むコンプライアンスを遵守し、

お得意様から安心して任せて頂ける仕事をします。また従業員全員が、

地球環境を守り安心して暮らせる持続可能な社会を目指す一員として、

それぞれの役割の中で、経営における課題とチャンスを踏まえ常に

未来を考えた取り組みをしてまいります。

環境経営方針

田中産業株式会社 運送事業部は、世界が取り組むSDGsに積極的に

参加すべく、従業員全員が環境負荷軽減と住みやすい環境づくりを

目指します。取り組みとしては

・アイドリングストップ等による燃料使用量の削減、二酸化炭素

排出量の削減、

・電気・水道等資源の使用量削減、

・廃棄物の削減・分別等、

継続的な環境行動の改善を実施し、地域社会の発展に貢献してまいります。

本環境経営方針を全従業員に周知させます。

令和４年3月1日

田中産業株式会社

代表取締役 田 中 康 生

1 環境経営方針



（1）事業所名および代表者名

田中産業株式会社
代表取締役 田中康生

（2）所在地

新潟県上越市土橋1928番地本社

東京都江戸川区臨海町4丁目2番1号
東京都江東区新木場2丁目1-24
新潟県上越市土橋1928番地
新潟県新潟市西区小新3699番地5
長野県長野市若穂綿内355番3号
長野県塩尻市大字宗賀1884番1号
宮城県仙台市若林区卸町東3丁目4番26号
岩手県盛岡市湯沢十六地割15番7号
山形県天童市大字荒谷1380番1号
山形県酒田市広栄町1丁目1番2号
福島県郡山市日和田町高倉1番286号
新潟県上越市土橋1928番地
新潟県上越市板倉区山部533

東京本部
新木場営業所
上越営業所
新潟支店
長野支店
松本支店
仙台支店
盛岡支店
山形支店
酒田支店
郡山支店
建設事業部
板倉事業所

（3）環境管理統括責任者氏名及び担当連絡先

akiyuki@tsk1928.co.jp
kimio.ichikawa@tanakaind.co.jp

田中朗之
市川公男

環境管理統括責任者
025-525-1212

houei.saitou@tanakaind.co.jp
wataru.tamura@tanakaind.co.jp

齋藤法英
田村 航

環境管理事務局
（本社）
025-525-1212

t.tsuruoka@tsk1928.co.jp
e.ishiguro@tsk1928.co.jp

鶴岡 健
石黒悦子

環境管理事務局
（東京）
03-3878-3101

（4）事業活動の内容

運輸業（一般雑貨他）・総合建設業・骨材生産販売

2 組織の概要
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（1）登録組織名

田中産業株式会社 東京本部

（2）対象事業活動

一般雑貨他運輸業

（3）対象事業所

東京都江戸川区臨海町4丁目2番1号東京本部

取組予定（4）対象外

R5年3月
R5年3月
R5年3月
R5年3月
R5年3月
R5年3月
R5年3月
R5年3月
R5年3月
R5年3月
R6年3月
R6年3月

東京都江東区新木場2丁目1-24
新潟県上越市土橋1928番地
新潟県新潟市西区小新3699番地5
長野県長野市若穂綿内355番3号
長野県塩尻市大字宗賀1884番1号
宮城県仙台市若林区卸町東3丁目4番26号
岩手県盛岡市湯沢十六地割15番7号
山形県天童市大字荒谷1380番1号
山形県酒田市広栄町1丁目1番2号
福島県郡山市日和田町高倉1番286号
新潟県上越市土橋1928番地
新潟県上越市板倉区山部533

新木場営業所
上越営業所
新潟支店
長野支店
松本支店
仙台支店
盛岡支店
山形支店
酒田支店
郡山支店
建設事業部
板倉事業所

（5）事業の規模

資本金 8,000万円
従業員数 198名（令和５年２月28日現在）

3 対象範囲（段階的認証）



代表取締役
田中社長

建設事業部
（137）

板倉事業所（9）

東京本部（30）

上越営業所（5）

酒田支店（1）

山形支店（1）

仙台支店（1）

郡山支店（1）

長野支店（2）

松本支店（1）

次長 渡瀬

課長 戸田

所長 加藤

所長 菅間

統括 山口

所長 中田

新潟支店（1）

田中産業エコアクション21 組織図

所長 中村

盛岡支店（2）

統括 宮沢

所長 有我

統括 徳永

環境管理事務局

齋藤課長 田村係長

鶴岡理事 石黒係長

認証対象範囲外

認証対象範囲

環境管理統括責任者

田中常務 市川部長

新木場営業所（7）

課長 橋園

（令和5年2月28日現在）

（ ）は従業員数



実務内容EA21担当者役職

毎月売上高の集計対比を行う。
適宜環境管理事務局と検討会を実施し全従業員へ適切な呼
びかけを行う

渡瀬次⻑所⻑

東京本部所属の各トラックの毎月の実車、空車距離、輸送
量を集計・分析し環境管理事務局へ報告

佐藤課⻑輸送実績担当

東京本部の毎月の燃料（ガソリン、軽油）使用量及び使用
額、燃費を集計・分析し環境管理事務局へ報告
年間の資源（コピー用紙）の使用料を集計・
分析し環境管理事務局へ報告

⻤沢係⻑燃料・資源担当

東京本部の毎月の水道光熱費を集計・分析し
環境管理事務局へ報告

清水管理者水道光熱関係
担当

産業廃棄物の適正処理を確認し、環境管理事務局へ報告
毎月のゴミ袋の使用量を集計・分析し環境管理事務局へ報
告

安達理事

伊勢係⻑

廃棄物担当

特定フロン機器の簡易点検を3か月に１回実施し、結果を環
境管理事務局へ報告

嶋⽥係⻑特定フロン管理担当

環境経営目標と計画に基づくEA21活動の実施従業員

東京本部

・情報収集、担当者からの報告をチェック、分析検討
・環境管理統括責任者に状況の報告
・東京本部所長へ落込み従業員への周知を依頼

・環境方針を受けて目標を作成
・環境経営計画作成
・活動実施の効果確認
・EA21活動の統制、代表者への報告

代表取締役

田 中 康 生

環境管理統括責任者

管理責任者 田中常務 市川部長

代表者の役割
・環境方針の策定
・経営における課題とチャンスの検討
・必要な資源の準備
・EA21全体の評価と見直し・指示
代表者はEA21に関する業務を環境管理統括責任者に委任する

４ 環境経営システム実施体制 役割・責任権限表

環境管理事務局

齋藤課長 田村係長

鶴岡理事 石黒係長



5 環境経営目標とその実績

2022年度 環境経営目標設定表

作成年月日：2022年3月25日

※二酸化炭素排出係数は2021年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.447kg-CO2/kWhを適用した。

※年度表記は3月～2月の会計年度と同一期間を適用した。

基準値

基準年度
2021年度

2022 2023 2024

電力使用量 0

126,424 0.447

kWh／年 （東電）

油種別消費量 0

都市ガス

〈N㎥／年〉
2.160

511 0.000

灯油<L／年> 2.489

― 0.000

ガソリン
〈L／年〉

2.322

15,627 0.000

軽油<L／年> 2.585

239,785 0

化石燃料合計

〈L/年〉
0.000

283,081 0

713,730 0.0

kg-CO2／年 0

産業廃棄物
排出量

0.480

ｔ／年

水道使用量 0

1837 0

㎥／年 0

基準値に対し1.5％削減

基準値に対し0.5％削減 基準値に対し1％削減 基準値に対し1.5％削減

基準値に対し0.5％削減 基準値に対し1％削減 基準値に対し1.5％削減

前年以下前年以下前年以下

一般廃棄物は2022年3月からカウントしたため、基準値・目標がありません。
2023年から年度目標を設定します。

3 水使用量の削減 1827.8 1818.6 1809.4

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

基準値に対し0.5％削減 基準値に対し1％削減

0.48 0.48 0.48

ｔ／年以下 ｔ／年以下 ｔ／年以下

2
廃棄物
排出量
の削減

一般廃棄物
排出量
の削減

産業廃棄物
排出量
の削減

計（kg-CO2）
710,161 706,593 703,024

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

281,666 280,250 278,835

L／年以下 L／年以下 L／年以下

238,586 237,387 236,188

L／年以下 L／年以下 L／年以下

15,549 15,470 15,392

L／年以下 L／年以下 L／年以下

灯油は2022年3月からカウントしたため、基準値・目標がありません。
2023年から年度目標を設定します。

508 506 503

Nm3／年以下 Nm3／年以下 Nm3／年以下

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

電力使用
量の削減

125,792 125,160 124,528

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

化石燃料
使用量
の削減

Ｎｏ 環境方針項目
CO2

換算係数

年　度　目　標

年度 年度 年度



2022年度運用結果（2022年3月～2023年2月）

※CO2排出係数は、2022年度東京電力エナジーパートナー（株）の
調整後排出係数0.447kg-CO2/kwhを使用した。

※灯油と一般廃棄物は2022年3月からカウントしたため、基準値・目標がありません。

電気使用量の未達成の原因は、夏季猛暑の為、エアコンの使用を制限できま
せんでした。11月からはエアコンの使用を気をつけたりして達成できていま
したが夏場のマイナスを挽回できませんでした。

基準値
目標

基準値に対し

0.5％削減

実績 達成状況

1 二酸化炭素排出量
Ｋｇ-
ＣＯ２

713,730 710,161 659,740 達成

・軽油 Ｌ 239,785 238,586 220,634 達成

・ガソリン Ｌ 15,627 15,549 13,141 達成

・都市ガス Ｎ㎥ 511 508 414 達成

・灯油 Ｌ ー ー 490 ー

・電気使用量 ｋＷｈ 126,424 125,792 127,007 未達成

2

・一般廃棄物 ｇ ー ー 8,406,880 ー

・産業廃棄物 ｔ 0.48 0.48以下 0.48 達成

3 コピー用紙 ｋｇ 800 796 640 達成

4 水使用量 ㎥ 1,837 1,828 1,816 達成

5 環境関係教育

環境目標

2022年3月～2023年2月

廃棄物排出量

月1回の輸送安全教育に燃費向上推進活動を取り入れた



6 環境経営計画・取組結果と評価、次年度の取組内容

次年度の取組内容取組評価実施した取組内容環境経営取組項目環境経営目標項目

・適正温度の設定 （夏：26℃以上、冬：22℃以下）
・外気の活用
・設備の点検
・フィルターの定期清掃
・その他 （ブラインドの活用、ドア・窓の解放厳禁等）

〇

・令和4年12月～令和5年2月、事務所改装に伴い空調
機器の入れ替えを行った。（入れ替え７台、新規１台）
そのまま使い続けるエアコンはフィルターの業者による
クリーニングを行った。

①空調機器の適正使用

電力使用量
の削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

・不要照明の消灯
〇・不要照明の消灯の呼びかけをポスターで掲示した。

・事務所改装時にLED証明を追加して仕事のやりやす
い環境を作った。

②照明の適正使用

・PCの省エネ機能の活用 （省電力モード）
・コピー機の省エネ機能の活用（両面コピー他）

〇・省エネ機能の活用をするだけで、積極的な呼びかけは
しなかった。

③事務用機器の効率使
用

・急発進、急加速、急ブレーキを行わない
・早めのアクセルオフ
（エンジンブレーキを積極的に使う）
・法定速度及び定速運転を行う
・予測可能な渋滞場所は避ける

〇

・月一度行われる東京事故撲滅委員会のミーティングで
利根川委員長や整備担当者からドライバーに教育や
話し合いをした。
・決起大会時のパンフレットにエコアクションのページ掲
載、報告を行った。
・③エアコンの控えめ使用については、酷暑の為、健康
を損ねかねないので呼び掛けしなかった。
・タイヤは必要に応じて10月～11月にスタットレスタイヤ
に付け替え、3月～4月に戻している。

①省エネにつながる運
転方法

化石燃料
使用量の削減

・不必要なアイドリングをしないこと
（運転手が車を離れている間、荷物の積み下ろし中、
運転手の休憩時、待ち時間）
・暖機運転は適切に

②アイドリングストップ

・冬季は居眠り運転防止のため行うが、夏季は行わな
い

③エアコンの控えめ使用

・日常点検を怠らない④タイヤ空気圧チェック

・積載率の向上
・最適ルート輸送
・効率のよい運行ダイヤ
・輸送貨物の積み合わせ

⑤輸送効率化

・マンネリ化と社員の意識付けのため表示デザインや
ゴミ箱を見直す

〇・排出物の分類をするため種類を表示したゴミ箱を配置
する。

①廃棄法に基づく廃棄
の分別

一般廃棄物
排出量の削減

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

・悪臭や衛生上の問題を起こさないよう定期的に見回
り
配慮する。
・環境美化と安全に配慮する

〇・事務所改装に合わせ、各自机まわりや共有棚の整理
整頓を徹底した。備品の在庫管理もしやすくなった。

・許可期限内であることを6月に確認する。
・契約を終了したときは5年間保存する

〇・行政機関から許可を得ている業者であり、許可期限内
であることを確認し、関係者に共有した。

①廃棄法に基づく契約
管理

産業廃棄物
排出量の削減 ・マニフェスト伝票を確認し、専用ファイルに綴じこむ

・公布後の未返却に対する処置
・前年4月から3月までの産業廃棄物管理票交付等状
況
報告書を6月30日までに東京都知事に提出する。

〇
・マニフェストの専用ファイルを作成し、適切に保管した。
・未返却は本年度はなかった。
・廃棄物の適正処理最終確認し、産業廃棄物管理票交
付等状況報告書を東京都知事に提出した。

②マニフェストの処理、
管理

・水道蛇口、洗車機付近に表示してある節水の見直し
・トイレの大・小を使い分け
・洗車機使用状況のカウントの継続

〇・水道蛇口、洗車機付近に節水の呼びかけを行った。
・洗車機使用状況の確認を始めた。

①使用量の削減

水使用量の削減

・漏水などがないか確認する
〇

・漏水などがないか確認し、問題はなかった。②水道設備の点検



7 環境関連法規の遵守状況の確認・評価の結果

並びに違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規について、その遵守状況を確認・評

価した結果、これらへの違反はありませんでした。

なお、関係当局より違反等の指摘は、過去3年間ありません。

遵守事項法令名称

①区条例に従って排出又は環境省令で定めるもっぱら物回収業者に委託
②大量に排出する場合は、許可を取った一般廃棄物収集運搬業者に委託

再利用物：缶・瓶・ペットボトル → 三和ベンドサービス㈱
大蔵屋商事㈱に委託

可燃物：紙屑・生ゴミ・木くず → 治⽥商店に委託
不燃物：乾電池・ガラスくず・鉄くず → 治⽥商店に委託

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

①保管場所の囲い、衛生管理
②表示板の設置

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

①許可を受けた収集運搬・中間処理事業者との委託契約締結（日興サー
ビス㈱に委託）
契約書は契約終了後５年間保管
・委託事業者の事業区分、品目、取扱地県等の許可、許可期限等の許可
条件確認（許可証の写し添付）
②記載事項確認、また定期的確認
・許可期限の確認（許可証写しの再提出）

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

①特定家庭用機器を排出した場合、料金を支払い、適切に引き渡す。
また、特定家庭用機器廃棄物管理票の写しを受取１年間保管する。

特定家庭用機器再
商品化法

①「特定施設 設置・使用・構造等変更 届出書」の提出
（東京都下水道局）

下水道法

全17台、排ガス基準適合車の使用自動車から排出さ
れる窒素酸化物及
び粒子状物質の特
定地域における総
量の削減等に関す
る特別措置法
（自動車ＮＯｘ・
ＰＭ法）



①機器の損傷等の防止、振動源を周囲に設置しない
エアコン等の室外側機械は風通しのよい所に設置、冷媒配管に保護カ
バーをつける
②全ての機器の簡易点検、７．５Ｋｗ以上の機器の定期点検
特定フロン等使用機器管理書記載の12機器
（№10〜14については家庭用空調機器のため対象外）
③フロン類漏洩・機器故障時の原則充填禁止
④機器の点検・整備の記録作成・保存
対象機器ごとに簡易点検記録簿（東京都公開フォーマット）を作成し、
廃棄・冷媒引渡しを完了した日から3年間保存する
⑤フロン類の漏洩量の算定・報告（特定漏洩者となった場合）
⑥第一種フロン類充填回収業者でのフロン類回収後の廃棄

フロン排出抑制法

①事業場等（政令で定める）、複合用途防火対象物など、政令で定める
建物の管理について権原を有する者は、防火管理者を定め、所轄の消防
署⻑等に届け出る。また、消防計画の作成、訓練の実施、消火活動に必
要な設備等の点検・管理、火気の管理等を実施する
②防火管理者は廊下、階段、避難口その他の避難上必要な施設について
避難の支障になる物件が放置され、存置されないように管理する

消防法

※環境関連法規等の最新情報は、総務省 e-Gov、東京都、関係団体等のホームペー
ジにより確認していきます。



8 2022年度 運送にかかる前年対比分析

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月年度月＼項目
48,870km52,662km72,404km53,266km60,874km55,848km50,153km52,298km56,348km50,300km58,896km56,742km2021年度

実車キロ数
42,038km47,250km49,902km54,183km46,750km50,605km58,751km58,909km53,255km47,865km52,650km66,966km2022年度
14,900km15,230km19,996km20,464km21,719km24,167km23,727km23,098km24,313km18,603km22,942km22,178km2021年度

空車キロ数
14,625km11,041km17,885km14,509km16,113km17,631km15,120km19,009km26,393km17,134km15,824km23,007km2022年度
63,770km67,892km92,400km73,730km82,593km80,015km73,880km75,396km80,661km68,903km81,838km78,920km2021年度

合計キロ数
56,663km58,291km67,787km68,692km62,863km68,236km73,871km77,918km79,648km64,999km68,474km89,973km2022年度
17,932ℓ19,727ℓ24,504ℓ19,747ℓ19,886ℓ18,781ℓ17,794ℓ17,682ℓ18,222ℓ15,923ℓ23,632ℓ25,954ℓ2021年度

給油量
15,812ℓ17,325ℓ20,023ℓ19,058ℓ15,730ℓ16,804ℓ18,206ℓ19,506ℓ18,991ℓ16,558ℓ19,800ℓ22,823ℓ2022年度

2,221,956円2,351,737円2,779,966円2,367,311円2,337,933円2,061,959円1,932,282円1,952,198円1,959,156円1,657,707円2,414,508円2,837,987円2021年度
給油金額

1,874,662円2,074,750円2,403,179円2,269,791円1,892,268円2,021,561円2,161,993円2,339,590円2,391,369円1,962,226円2,448,405円2,871,482円2022年度
123.9円119.2円113.4円119.9円117.6円109.8円108.6円110.4円107.5円104.1円102.2円109.3円2021年度

軽油平均単価
118.6円119.8円120.0円119.1円120.3円120.3円118.8円119.9円125.9円118.5円123.7円125.8円2022年度
815.6ｔ871.5ｔ1,035.0ｔ953.0ｔ1,077.6ｔ952.1ｔ880.5ｔ860.0ｔ944.5ｔ849.0ｔ1,074.5ｔ1,168.5ｔ2021年度

輸送量
775.0ｔ867.0ｔ826.6ｔ946.5ｔ811.5ｔ971.5ｔ1,043.0ｔ1,088.5ｔ958.5ｔ797.0ｔ904.0ｔ1,104.5ｔ2022年度

3.56km/ℓ3.44km/ℓ3.77km/ℓ3.73km/ℓ4.15km/ℓ4.26km/ℓ4.15km/ℓ4.26km/ℓ4.43km/ℓ4.33km/ℓ3.46km/ℓ3.04km/ℓ2021年度燃費
（4.0以上を目指す）

3.58km/ℓ3.36km/ℓ3.39km/ℓ3.60km/ℓ4.00km/ℓ4.06km/ℓ4.06km/ℓ3.99km/ℓ4.19km/ℓ3.93km/ℓ3.46km/ℓ3.94km/ℓ2022年度（4.0以上を目指す）
23%22%22%28%26%30%32%31%30%27%28%28%2021年度空車比率
26%19%26%21%26%26%20%24%33%26%23%26%2022年度（25％未満を目指す）

22.0 ℓ22.6 ℓ23.7 ℓ20.7 ℓ18.5 ℓ19.7 ℓ20.2 ℓ20.6 ℓ19.3 ℓ18.8 ℓ22.0 ℓ22.2 ℓ2021年度1ｔ当りに使用する軽油量
20.4 ℓ20.0 ℓ24.2 ℓ20.1 ℓ19.4 ℓ17.3 ℓ17.5 ℓ17.9 ℓ19.8 ℓ20.8 ℓ21.9 ℓ20.7 ℓ2022年度（20ℓ未満を目指す）



燃費は4.0㎞/ℓ以上、空車比率は25％未満、輸送量１ｔ
当たりに使用する軽油量20ℓ未満という目標をかかげて
います。
燃費と１t当たり軽油量は、暖かい時期の５月から10月
にかけて達成できる傾向にあります。
空車比率は繁忙期に達成できている傾向があります。
今後も継続的に把握しドライバー教育にも役立てていき、
燃料使用量の削減、二酸化炭素排出量の削減に繋げてい
きます。

運送にかかる前年対比分析

安全・環境に配慮した
足元LED照明



9 代表者による全体評価と見直しの結果

2022年３月からEA21の運用をまずは東京本部から始め、同年１２月１２日

に段階的認証を取得することができました。

掲げています環境経営項目は、①二酸化炭素排出量の削減、②廃棄物排出量の

削減、③水使用量削減の3項目です。我が社にとってエネルギー使用量の90％

以上が①のうちの燃料です。

燃料について、車輛においては常に最新型を購入（本年度7台入れ替え）し、

ドライバーにはアイドリングストップや急発進、急ブレーキ等、安全に繋がる

啓蒙をしていますが、運転者全員にEA21を意識させることにより二酸化炭素

排出量の本年度の削減目標を達成できました。

これからも、環境経営方針に『二酸化炭素排出量の削減』を第一に掲げて行き

たいと考えています。そのため燃料については、実車距離、空車距離、輸送

ｔ数等のデータとの関連性を含めた分析をして、二酸化炭素排出量削減に努め

ていきます。

一年間の結果として達成評価を得られなかったのは電気使用量です。

2022年の夏は異常気象により「酷暑」という新語ができあがるほど暑い日が

続いており、健康維持や仕事の効率化を図るためにも電気使用量の削減やアイ

ドリングストップの呼びかけなどを控えめにせざるを得ませんでした。冬場は

エアコンの使用の温度管理や不要照明の消灯の呼び掛けを行ってきましたが

目標値には届きませんでした。事務所の改装時に、エアコンの入れ換え、LED

照明の増設をしたので、消費電力を抑えることに繋がればと思います。

廃棄物排出量については、昨年のデータがないため本年度から数量をカウント

しています。事務所改装があり、不要なものを大幅に減らし整理整頓ができた

ので、今後は無駄な購入を控え、廃棄物排出量削減に努めます。その他コピー

用紙使用量の削減をするため購入量を重量ベースで数値化し管理するとともに、

ペーパーレスやデータ保存等の推進を行ってまいります。



エコアクション21の活動は２０２３年３月から新たに１０か所の営業所で

スタートしました。

各営業所は地域も従業員数も様々で、戸惑う事も多く大変だとは思いますが、

協力しあい新たな気付きも得ながら活動を進めてまいります。


